
第 43回情報科学若手の会 開催報告

慶應義塾大学大学院 理工学研究科 鈴木 宏哉

1 はじめに

2010年 9月 11日から 9月 13日にかけて、芳泉閣 (静岡県熱海市西山町) で第 43回情報科学若手の会を開

催いたしました。全国より招待講演者を含む 24名が参加し、様々な分野の発表を行い、活発な議論が行われ

ました。

2 発表および議論

以下のような発表枠を用意し、議論を行いました。2件ずつの発表を 1セッションとし、各発表は質疑応答

を含め 1時間強で行いました。今回はこの通常のセッションに加え、発表 10分＋質疑 20分のショートセッ

ションを設けました。

2.1 9月 11日

■記号意味論によるプログラミング言語比較学 竹迫良範 (サイボウズ・ラボ株式会社) 　

様々なプログラミング言語の仕様を提示しながら、それぞれの言語での記号の扱いをサンプルコードや実行

例を含めて話していただきました。また、仕様の違いを利用する事で、Ruby や Perl など複数の言語で動く

コードのデモを見せていただきました。

■Web 上のデータをグラフとして統一的に扱うフレームワークの紹介 則のぞみ、山口清弘 (東京大学) 　

発表者らが開発中の、ウェブアプリケーションのデータをグラフとして統一的に管理し、グラフベースの

種々のアルゴリズムを容易に適用できるフレームワークについて紹介していただきました。

2.2 9月 12日

■分散キーバリューストア okuyama の紹介 岩瀬高博 (株式会社 神戸デジタル・ラボ) 　

オープンソースソフトウェアとして発表者が開発中の、Java 実装の分散キーバリューストア「okuyama」

について発表していただきました。

■未知の SQL インジェクション攻撃検知システム 八木達哉 (電気通信大学) 　

SQL インジェクション攻撃は Gumblar を仕掛ける手段としても有効であるため、今でも問題となってい

ます。今回は、開発中のデータベースのクエリログを用いてパターン学習を行い、未知の SQL インジェク

ションを検知できるシステムを紹介していただきました。

第３日 ９月３日（金）

セッション７（9:00～11:00） 座長：脇田 建（東工大）

・HMMMML2：モチベーション向上の為のコンパイラ 中橋雅弘, 宮下芳明（明治大）

・文脈によるプログラミング言語処理系 森下敦司（NTTデータ）

・人流シミュレーションのためのプログラミング

副田俊介，山下倫央，大西正輝，依田育士，野田五十樹（産総研）

閉会の辞 （11:00～11:10） 山口文彦（東京理科大）
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■【招待講演】 Web のプライバシー: 技術と制度 　

本年度は産業技術総合研究所 情報セキュリティ研究センター ソフトウェアセキュリティ研究チーム 主任

研究員の高木浩光様にお願いし、「Web のプライバシー: 技術と制度」という題で招待公演をしていただきま

した。

Web のプライバシーについて何が問題とされてどう解決されているか、過去の経緯と現状を、技術面と制

度面で日米の比較を交えながら 日本が今後進むべき方向性についてお話をしていただきました。

■クラウドをつかってみた 池内康樹 ((株)ACCESS) 　

クラウドの広まりにより、安く、簡単に安定したシステムの構築を可能したり、計算資源を使ったりする事

ができるようになっています。いくつかの有名なクラウドサービスを取り上げて、現実的に、いくらで、どん

なことができるのか、また、クラウドの問題点についても概説していただきました。

■株式会社の歴史と姉ヶ崎寧々の未来 竹迫良範 (サイボウズ・ラボ株式会社) 　

戦後に制定された独禁法により持株会社の設立は禁止されていたが、1997 年の法改正により純粋持株会社

が解禁された理由は何だったのか。就職活動中のメタプログラミングが得意な情報科学系の学生と、恋愛の仮

想化テクノロジーがもたらす新しい人類社会の未来について考察していただきました。

■PEG パターンマッチングライブラリ PEGEX 水島宏太 (筑波大学大学院) 　

Parsing Expression Grammar(PEG) は、プログラミング言語などの曖昧性の無い文法を表現するのに適し

た、BNF とは異なる文法の表記法である。正規表現エンジンと同様の目的に使えることを目指して、PEG を

ベースに開発中の文字列パターンマッチングライブラリ PEGEX (Parsing Expression Grammar EXtended

by backreference) について紹介していただきました。

2.3 その他

その他、夜のセッション以外にも以下に述べるデモセッション、飛び込みセッションを行いました。

■デモセッション 　

例年通り日頃の研究や趣味などで開発しているソフトウェアのデモを披露するセッションを設けました。

奈良先端科学技術大学院大学の松浦さんによるマップアプリと CO2 センサのデモ、サイボウズ・ラボの

竹迫さんによる最新の HTML5 に関連するデモ、招待講演者である高木様による Winny サイトブラウザ

「Nyzilla」のデモの 4件の発表を行っていただきました。

■飛び込みセッション 　

例年通り、飛び込みセッションを行いました。

Donuts の根岸さんによる Web フレームワーク「Nitrogen」、京都大学の曾川さんによる既存の逐次プログ

ラムを並列化するツール、奈良先端科学技術大学院大学の林部さんによる述語項構造解析器 YuCha 「夕茶」

の紹介や、京都大学の満永さんによるセキュリティの問題に関する発表があり、佐藤敏紀さんには自然言語処

理における技術的な要点を事例と共に発表していただきました。

また、奈良先端科学技術大学院大学の小町さんは「未踏ユースの失敗から学んだ事」と題してご自身の経験

を元にプロジェクトを行う上で必要な事をお話していだたきました. 同様に、東京大学の浅野さんは高専プロ

グラミングコンテストでのご経験を発表していただきました。
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3 会計報告

今回の若手の会の収支は以下のようになりました。

収入 支出 収支（円）

項目 金額（円） 項目 金額（円）

参加費 宿泊費、食事代 389,775

　学生（15,000 × 13） 195,000 その他飲食費 36,398

　一般（18,000 × 10） 180,000 消耗品費 8

慶応工学会補助 109,341 交通費（講演者） 8,160

交通費補助（参加者） 50,000

合計 484,341 合計 484,341 0

4 おわりに

参加者全員がいろいろなトピックに触れることができるとともに、異分野の研究者ならではの同分野と異な

る視点での議論や新たな可能性についての討論など研究者の視野・研究者同士のつながりを広げることがで

き、有意義な会合となりました。

来年度も同時期に情報科学若手の会を開催する予定です。多くの方のご参加をお待ちしております。

情報科学若手の会 http://wakate.aitea.net/

謝辞

招待講演を行って下さいました独立行政法人 産業技術総合研究所 情報セキュリティ研究センターソフト

ウェアセキュリティ研究チーム 主任研究員の高木浩光様、多額のご援助を頂きました財団法人慶応工学会様、

更に、この若手の会開催にあたりご支援いただきました東京農工大学の並木先生をはじめとするプログラミン

グシンポジウム幹事の皆様にこの場をお借りして深く御礼申し上げます。

また、慶応工学会様の中西正和記念資金研究会合費による支援が本年度で終了となりました。慶応工学会様

にご寄付いただきました中西先生のご家族ならびに慶応工学会様に、長年に渡り多額のご援助をいただきまし

た事をあらためて御礼申し上げます。

第 43回情報科学若手の会幹事

鈴木 宏哉 (慶應義塾大学)

竹内 聖悟 (東京大学)

東 達軌 (東京理科大学)

水島 宏太 (筑波大学)

満永 拓邦 (京都大学/神戸デジタル・ラボ)
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